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コンテンツ

　表紙は、JR 豊肥本線が2020年8月8日に運転再開予定、並行する国道
57号現道部分の不通区間が2020年10月頃に復旧、国道325号阿蘇大橋は
2021年3月頃に開通できる見通しが立ち、被災から4年あまりを経て、復
旧工事が進んだ阿蘇大橋地区の様子である。
　2016年4月の熊本地震によって、熊本地方は甚大な被害を受け、国道57
号と JR 豊肥本線は土砂に埋もれ、国道325号阿蘇大橋が落橋した。
　復旧に向けた道路、砂防等の関連工事は、斜面上部に残る多量の不安定土
砂がさらに崩壊する恐れがあり、復旧工事に支障をきたしていた。土砂崩壊
による二次災害を防ぎ復旧工事を進めるために、遠隔操作で建設機械を動か
す無人化施工の技術が活躍した。
　複雑化する災害対応へ迅速に無人化施工を適用した㈱熊谷組の本技術は、
第19回国土技術開発賞の優秀賞を受賞している。
　無人化施工技術は、今後の大規模災害の備えとして、建設現場の安全かつ
生産性向上の有効な施策として、国民の生活再建を迅速に進めるという有用
性から、より一層の技術開発が期待される。


